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イオン㈱４月度連結営業概況

１．業績の進捗

　　４月度の連結営業収益は、４，３９０億円、前期比１０６．７％となりました。
   　※月次の数値は、連結財務諸表作成基準での月次決算を実施していないため、管理会計上の数値です。

２．月度トピックス

３．営業概況

４．主な連結各社の月次売上高（取扱高）前期比伸び率一覧

（単位：％）

2013年2月期 4月度 当期累計

売上高 全店 既存店 対象期間 全店 既存店 対象期間

イオンリテール㈱ - 94.9 3/21～4/20 - 99.5 2/21～4/20

イオン北海道㈱ 100.4 99.7 4/1～4/30 99.0 98.5 3/1～4/30

イオン九州㈱ 93.1 93.0 3/21～4/20 96.7 96.1 2/21～4/20

マックスバリュ北海道㈱ 100.5 100.5 3/1～3/31 103.7 103.7 2/1～3/31

マックスバリュ東北㈱ 103.6 103.8 3/21～4/20 103.7 104.0 2/21～4/20

マックスバリュ東海㈱ 101.8 98.1 4/1～4/30 98.9 95.5 3/1～4/30

マックスバリュ中部㈱ 101.5 97.6 3/1～3/31 104.9 101.1 2/1～3/31

マックスバリュ西日本㈱ 101.0 96.7 3/21～4/20 102.7 98.5 2/21～4/20

マックスバリュ九州㈱ 107.2 99.0 3/21～4/20 108.5 100.1 2/21～4/20

ミニストップ㈱ 105.9 101.8 4/1～4/30 102.7 98.4 3/1～4/30

㈱コックス 89.2 101.9 3/21～4/20 92.6 106.0 2/21～4/20

㈱ジーフット 124.3 118.0 2/21～3/20 115.2 105.2 1/21～3/20

㈱イオンファンタジー 102.8 104.2 3/21～4/20 109.5 111.1 2/21～4/20

取扱高 ｶｰﾄﾞｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｰﾄﾞｷｬｯｼﾝｸﾞ 対象期間 ｶｰﾄﾞｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｰﾄﾞｷｬｯｼﾝｸﾞ 対象期間

112.8        109.1        3/21～4/20 116.1        106.6        2/21～4/20

※イオンリテール㈱は、ＤＳ事業やＮＳＣ事業、まいばすけっと事業を分割する等、前期と事業規模が大きく異なっているため、全店売上高の前期比については

　　記載しておりません。また、３月度より既存店の前期比については、旧イオンリテール㈱ＧＭＳ店舗（旧㈱イオンマルシェの店舗を含む）比較としております。

＜ご参考＞
開閉店の状況

当期累計（3/1～4/30）
開店 閉店 開店 閉店 4月末店舗数

ＧＭＳ （総合スーパー） 6(0) 0(0) 7(1) 0(0) 597(122)
Ｓ　Ｍ （スーパーマーケット） 9(0) 2(0) 15(2) 6(2) 1543(562)

※グランドオープン日を開店日としています。

※期末店舗数には、開閉店のほか、業態変更等の数を反映しています。

※(  )内は、持分法適用関連会社の実績です。

イオンの電子マネー「ＷＡＯＮ」の状況

当月末の累計発行枚数： 約２，５００万枚　月間利用金額： 約８８０億円　月間平均単価： 約１，７２０円　
利用可能箇所： 約１４４，０００箇所

地域貢献「ＷＡＯＮ」（寄付つき）：合計６２種類（５０道府県、９市、３団体)
※地域貢献「ＷＡＯＮ」の詳細については下記URLをご参照ください。
　http://www.waon.net/special/region/index.html

　当社は、４月２０日福岡県と包括提携協定を、２７日京都市と地域活性化連携協定を締結しました。また、２６日には愛知県の東三
河８市町村で構成する東三河広域協議会と提携に関わる基本合意書を締結しました。両者は、地域貢献「WAON」の発行をはじめ、
双方がもつ資源を有効に活用した協働を推進し、地域の活性化や住民サービスの向上に取り組んでまいります。

　４月２６日、イオンディライト株式会社は、中国における総合ＦＭＳ事業の更なる拡大を図るため、同社の子会社「永旺永楽物業服
務有限公司」と中国天津市最大級の国営ディベロッパー企業集団「天津泰達集団有限公司」傘下の「天津泰達能源工程技術有限
公司」、「天津濱海新都市投資有限公司」の３社による合弁会社を設立することを決議しました。

　４月２７日から１０日間、全国の「イオン」やショッピングセンター内専門店の合計２３，０００店舗で、お買い物金額が抽選で還元さ
れる　大型企画「みんなにありがとう」セールを開催しました。また、“グランド・ジェネレーション”のお客さまの声に対応するべく、４月
２７日より東北エリアの「イオン」３８店舗で朝８時開店を実施し、順次全国の各店舗に拡大することで、早朝にご来店いただくお客さ
まへの対応を強化しております。また、このような“グランド・ジェネレーション”のニーズへの対応に加え、今夏の電力需給逼迫の
懸念を踏まえ、日中の電力ピークタイムを避け、早朝に営業時間をシフトすることでお客さまの節電の一助となれるよう、６月１日以
降、開店時間をさらに早める朝７時開店に積極的に取り組んでまいります。

　４月度は、新入学、入社、転勤など新生活に対応した商品の品揃えを強化しました。また、新生活対応のセールの実施、トップバ
リュ拡販への継続した取り組み、シニア層の顧客への対応強化として６５才以上のお客さま限定でお買い物が割引となる「ゆうゆう
感謝デー」の３日間連続開催等、幅広いお客さまニーズへ対応する企画を強化しました。ＧＭＳ事業が天候不順や昨年の震災特需
の影響等を受けましたが､販促企画等が奏功した総合金融事業、ディベロッパー事業のほか、サービス事業が好調に推移しました。
また、ＳＭ事業、戦略的小型店事業、専門店事業においても堅調に推移しました。

4月度（4/1～4/30）

　　　　　　　　　　　2012月5月28日

取締役兼代表執行役社長 　　　　岡田 　元也

執行役　社長室責任者 　　　　平林　 秀博

イオンクレジットサービス㈱

　４月５日から８日、ＧＭＳやＳＭ等約1，２００店舗において「イオンワールドフェスタ トルコフェア」を初めて開催しました。イオンは、
世界の優れた生産地から原料・商品を調達する取り組みを進めており、期間中はトルコ産の商品など約２００品目を展開し、お客
さまに新たなトルコの魅力を紹介しました。

　４月１３日から１５日、イオングループ２６社が結集し、「シニアシフト」の取り組みを広く紹介する「ＧＲＡＮＤ　ＧＥＮＥＲＡＴＩＯＮ’Ｓ
ＣＯＬＬＥＣＴＩＯＮ ｉｎ TＯＫＹＯ」を東京国際フォーラムで開催しました。当社は、これまで強みとしてきたファミリー層に加え、今後増え
続けるシニア層のニーズに対応して新たな成長機会を獲得すべく、商品・売場・ＳＣ・サービスの４つの視点から様々な取り組みを
進めてまいります。


